
事業番号 025
　　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート　　　　(外務省)

事業名 ロシアとの平和条約締結交渉を含む二国間関係の強化 担当部局庁 欧州局 作成責任者

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

 上記目的を実現するために行っている事業の概要は以下のとおり。
①情報収集（サハリン特報等資料作成，経済関連公開情報報告書作成，露外国新聞・雑紙等購読），
②北方領土問題関連の取り組み（日露平和条約締結推進対策費，北方領土復帰対策費，北方四島を含む隣接地域における環境保全に関
する日露協議、「新しい日露関係」専門家対話開催経費）
③二国間関係の強化及びその環境整備に向けた関連取り組み（日露戦略対話，日露草の根交流事業，サハリン州との協力，極東・東シベリ
ア地域における日露間協力強化に関するイニシアティブ推進経費，旧ソ連邦地区引揚者滞在費）

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　■その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
別紙参照

関係する計画、
通知等

別紙参照

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

 ロシアとの間でアジア太平洋地域におけるパートナーとしてふさわしい関係を構築するため，あらゆる分野における日露間の協力を進展させ
ると同時に，日露間の最大の懸案である北方領土問題について北方四島の帰属の問題を解決し平和条約を締結することを目指した努力を
行う。

事業開始・
終了(予定）年度 別紙参照 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い

分野における日露関係の進展

- -

繰越し等 － - -

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 208 210 194 197

補正予算 －

23年度 24年度 25年度

執行率（％） 95% 98% 100%

執行額 198 206 192

計 208 210 194 197

24年度
目標値

（　　年度）

【成果目標】北方領土問題解決に向けた関係強
化
【成果実績（参考指標）】

成果実績 億円 240 307 335 未定成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 22年度 23年度

【成果実績（参考指標）】
本件事業との直接的な因果関係を見出すこと
は困難であるも，二国間関係の全体を評価す
るための参考まで日露の貿易総額を記す。
日露での貿易総額（年）

達成度

（アウトカム）

％ - -

未定

（①281②
31,000④11⑤

21）

（①281②
31,000③12④

24⑤22）

（①269②
31,000③9④50

⑤13）

①295②31,000
③10④27⑤未

定

単位当たり
コスト

①ロシア関連資料の作成（20,518円/回）
②北方領土関連資料の作成（79円/部）
③日露関係対話・協議・会議等（1,182,777円/
回）
④文化交流事業（11,560円/件）
⑤サハリン州との協力（150,000,000円）

算出根拠

①ロシア関連資料の作成295回の総額（6,053千円/295回）
②北方領土関連資料の作成の総額（2,454円/31,000部）
③日露関係対話・協議・会議等（10,645,000円/9回）
④文化交流事業（5,478,000円/50件）
⑤サハリン州における機材の購入（一会計年度の執行額）

①ロシア関連資料の作成
②北方領土関連資料の作成
③日露関係対話・協議・会議等開催
④文化交流事業開催
⑤サハリン州との協力

活動実績

（当初見込
み）

①回
②部
③回
④件
⑤台

①280②31,000
③12④24⑤26

①282②31,000
③8④22⑤22

①295②31,000
③9④27⑤未定

-

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 22年度 23年度 24年度 25年度活動見込

10

北方領土復帰対策費 10

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

サハリン州との協力 150
日露平和条約締結推進

対策費

日露戦略対話 3
「新しい日露関係」専門

家対話開催経費
2

サハリン特報等資料作
成

5

極東・東シベリア地域に
おける日露間協力強化
に関するイニシアティブ

推進経費

4

日露草の根交流事業 6

北方四島を含む隣接地
域における環境保全に

関する日露協議
5

経済関連公開情報報告
書作成

0.9

計 197

書作成

旧ソ連邦地区引揚者滞在費 0.2

ロシア外国新聞記事 0.4



資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 ○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） －

事
業
の
有
効

性

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較し
てより効果的あるいは低コストで実施できているか。

○
　作成した資料は，課内の調査資料として活用。また，
啓発資料に関しては，北方領土関係者をはじめ広く国
民に活用されている。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。 ○

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。 ○

単位当たりコストの水準は妥当か。 ○

事業所管部局による点検

評価に関する説明

国
費
投
入
の

必
要
性

　ロシアとの間での平和条約締結交渉を含む二国間関
係の強化は広く国民のニーズがあり，優先度が高い事
業であると言える。

項　　目 評　価

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成でき
ないのか。

○

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。 ○

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ、優先度の
高い事業となっているか。

事業番号

重
複
排
除

類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行ってい
るか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

ー

類似事業名 所管府省・部局名

○

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　 ○

　本事業には様々な性質の個別事業が含まれている
が，支出先選定の妥当性，競争性確保，コスト削減等に
ついて，それぞれの事業の性質に応じて，適切に支出
がなされている。

受益者との負担関係は妥当であるか。 ○

　本省職員の出張時には，1回の出張で可能な限り複数の目的が達成できるように努め，経費の精査・ディスカウントチケットの利用等，経
費節約を図ることに引き続き留意する。

点
検
結
果

外部有識者の所見

備考

行政事業レビュー推進チームの所見

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成22年

440，462，453，
455，466，469，
464，467，474，
476，483，486，488

平成23年
427,439,446,448,449,4
56,458,459,461,464,46
7,473,475

平成24年 238, 新24-24



(別紙）

個別事業名 サハリン州との協力 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一号

関係する計画、
通知等

‐

実施方法 □直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　■その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成16年度開始 担当課室 日露経済室 室長　笠井　達彦

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 150 150 150 150

補正予算 -

執行率（％） 100% 100% 100%

150 150 150 150

執行額 150 150 150

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

援助費 150

計 150



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

個別事業名： サハリン州との協力

外務省

１５０百万円

｛サハリン州における経

済社会改革の実現｝

Ａ．サハリン州政府

１５０百万円

｛同州の経済社会改革の促

進に資する物品等の購入に

要する費用の援助｝

する）（単
位：百万円）



個別事業名： サハリン州との協力

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.サハリン州政府 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

援助費 サハリン州の経済社会改革の促進に
資する物品等の購入

150

計 150 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

C. G.

計 0 計

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

2

1 サハリン州 物品等の購入に要する経費の援助 150

サハリン州との協力

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5

4

3

8

7

6

10

9



(別紙）

個別事業名 日露平和条約締結推進対策費 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第二号

関係する計画、
通知等

日露行動計画（平成１５年１月）

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

- 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 7 10 10 10

補正予算 -

執行率（％） 138% 99% 146%

7 10 10 10

執行額 10 10 14

0.5

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

職員旅費 9

会議費

計 10



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 日露平和条約締結推進対策費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

外務省

１４百万円

｛平和条約を締結するための

対露交渉の推進｝

Ａ．外務省職員延べ２４名

１３百万円

｛会議等出席旅費｝

【少額随意契約】

Ｂ.帝国ホテル他

０．６百万円

｛日露次官級協議の会議費等｝



費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他 外国旅費 1

個別事業名： 日露平和条約締結推進対策費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.外務省職員A E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 1 計 0

C. G.

金　額 金　額

計 0 計 0

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

B.

1 職員Ａ 会議等出席旅費 1

日露平和条約締結推進対策費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

4 職員Ｂ 会議等出席旅費 1

3 職員Ａ 会議等出席旅費 1

2 職員Ａ 会議等出席旅費 1

7 職員E 会議等出席旅費 0.9

6 職員D 会議等出席旅費 1

5 職員Ｃ 会議等出席旅費 1

10 職員Ａ 会議等出席旅費 0.7

9 職員Ｃ 会議等出席旅費 0.7

8 職員D 会議等出席旅費 0.7

2 （株）食文化総研 意見交換会（日露経済関係） 0.09 少額随意契約

1 （株）帝国ホテル 日露次官級協議（会議用飲料・ワーキングランチ） 0.4 少額随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5 （株）テリオ 日露局長級協議（会議用飲料） 0.01 随意契約

4 職員Ａ 北方四島生態系訪問団同行者への参加費 0.02 随意契約

3 末広そばや 意見交換会（北方領土問題） 0.06 少額随意契約

7 職員Ｃ タクシー代 0.009 少額随意契約

6 職員Ｂ タクシー代 0.009 少額随意契約

8 職員Ｄ 文房具購入 0.007 少額随意契約

7 職員Ｃ タクシー代 0.009 少額随意契約

10

9



(別紙）

個別事業名 北方領土復帰対策費 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

　外務省設置法第四条第十五号並びに北方領
土問題等の解決の促進のための特別措置に

関する法律第四条及び第五条の二

関係する計画、
通知等

-

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成2年度開始 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 12 8 6 10

補正予算 -

執行率（％） 68% 105% 100%

12 8 6 10

執行額 8 9 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3

「われらの北方領土」
印刷製本

2

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

元島民による北方領土
を語る会開催費

5

職員旅費

計 10



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 北方領土復帰対策費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

外務省

６百万円

｛北方領土復帰のための環境整

備｝

【一般競争入札】

Ａ．（株）ティ・アイ・コンソ－シア

３百万円

｛元島民による北方領土を語る会

開催｝

Ｃ.外務省職員延べ１７名

０．６百万円

｛北方領土返還関連各種

行事への参加等｝

【一般競争入札】

Ｂ.（株）アイネット

２百万円

｛「われらの北方領土」作成

（31,000部）｝



元島民による北方領土を語る会（旅
費，会場借料）

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

Ａ.（株）ティ・アイ・コンソ－シア Ｅ.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他

個別事業名： 北方領土復帰対策費

3

Ｂ.（社）アイネット F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 3 計 0

印刷・製本費 「われらの北方領土」印刷・製本 2

計 2 計 0

Ｃ． G.Ｃ． G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
A.

B.

北方領土復帰対策費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

3

2

1
（株）ティ・アイ・コンソ－シ
ア

元島民による北方領土を語る会委嘱 3 2 75

6

5

4

9

8

7

1 （株）アイネット 「われらの北方領土2012年版」印刷・製本・発送 2 4 86

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

4

3

2 敷島印刷（株） 「われらの北方領土2011年版」発送 0.2 随意契約

7

6

5

10

9

8

Ｃ.

2 職員Ｂ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.09

1 職員Ａ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.1

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5 職員Ｃ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.06

4 職員Ｄ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.07

3 職員Ｃ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.08

8 職員Ｇ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.04

7 職員Ｆ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.04

6 職員Ｅ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.05

10 職員Ｂ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.004

9 職員Ｃ 北方領土問題に関する啓発・広報等に要する旅費 0.04



(別紙）

個別事業名 日露草の根交流事業 担当部局庁 欧州局 作成責任者

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第４条第１５号及び第１６号

関係する計画、
通知等

ー

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成10年度開始 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

7 6 6

執行額 8 7 5

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

対日友好団体代表者
間会議開催

2

有職者，専門家派遣
旅費

計 6

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 8 7 6 6

補正予算 -

執行率（％） 105% 98% 92%

8

2

日本関連行事実施 1



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 日露草の根交流事業

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

外務省

５百万円

｛対日理解の増進｝

【随意契約】

Ａ.ロシア各地の対日友好団体等

４百万円

｛文化交流事業の支援｝

Ｂ．専門家５名

２百万円

｛日露草の根交流事業専門家派

遣｝



個別事業名： 日露草の根交流事業

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.在外公館（ロシア各地の友好団体等） E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他 対日友好団体代表者間会議（会場借
料，謝金，ポスターなど作成費）

4

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 4 計 0

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

費　目 使　途
金　額

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト
Ｂ.

2 専門家Ｂ 日露草の根交流事業専門家（ジャパン・ポップカルチャー・フェスティバル） 0.5

1 専門家Ａ 日露草の根交流事業専門家（着物講習会） 0.5

日露草の根交流事業

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5 専門家Ｅ 日露草の根交流事業専門家（野球講習回） 0.2

4 専門家Ｄ 日露草の根交流事業専門家（茶道講習会） 0.2

3 専門家Ｃ 日露草の根交流事業専門家（日本料理講習会） 0.2

8

7

6

10

9



(別紙）

個別事業名
北方四島を含む隣接地域における環境保全に

関する日露協議
担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- -

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一号及び第二号

関係する計画、
通知等

日露隣接地域における地震・火山・防災協力プログラム
日露隣接地域における生態系保全協力プログラム

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成21年度開始 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - -

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 7 13 6 5

補正予算 -

執行率（％） 78% 84% 45%

7 13 6 5

執行額 5 11 3

2

職員旅費 0.5

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求  

文化人派遣旅費 2

シンポジウム開催経費

計 5



※平成24年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

個別事業名： 北方四島を含む隣接地域における環境保全に関する日露協議

外務省

３百万円

｛平和条約を締結するための

対露交渉の環境整備｝

【随意契約】

Ａ.通訳２名

１百万

｛日露ワークショップにおける通

訳｝

Ｃ．文化人等延べ６名

１百万円

｛日露ワークショップへの派

遣｝

Ｂ．外務省職員１名

０．２百万円

｛日露ワークショップへの出席｝



個別事業名： 北方四島を含む隣接地域における環境保全に関する日露協議

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

C. G.

金　額 金　額

計 0 計 0

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

B.

2 通訳Ｂ 日露ワークショップにおける通訳 0.4 随意契約

1 通訳Ａ 日露ワークショップにおける通訳 0.7 随意契約

北方四島を含む隣接地域における環境保全に関する日露協議

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5

4

3

8

7

6

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

3

2

1 職員Ａ 日露ワークショップへの出席 0.2

6

5

4

C.

6

9

8

7

1 文化人Ａ 日露ワークショップへの出席 0.3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

4 文化人Ｄ 日露ワークショップへの出席 0.2

3 文化人Ｃ 日露ワークショップへの出席 0.3

2 文化人Ｂ 日露ワークショップへの出席 0.3

7

6 文化人Ｆ 日露ワークショップへの出席（フライトキャンセル） 0.01

5 文化人Ｅ 日露ワークショップへの出席 0.2

10

9

8



(別紙）

個別事業名 サハリン特報等資料作成 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第七号

関係する計画、
通知等

-

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度

- 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 5 5 5 5

補正予算 -

執行率（％） 100% 100% 100%

5 5 5 5

執行額 5 5 5

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

資料作成費 5

計 5



※平成24年度実績を記入

個別事業名： サハリン特報等資料作成

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

外務省

5百万円

｛サハリン情勢の的確な把

握｝

【企画競争】

Ａ．（財）ラヂオプレス

5百万円

｛サハリン情勢の資料作成｝



個別事業名： サハリン特報等資料作成

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.（財）ラジオプレス E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

その他 資料作成費 5

計 5 計 0

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

C. G.

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

1 （財）ラヂオプレス サハリン特報及びサハリン新聞報道資料の作成 5 1 企画競争

サハリン特報等資料作成

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

4

3

2

7

6

5

10

9

8



(別紙）

個別事業名
極東・東シベリア地域における日露間協力強

化に関するイニシアティブ推進経費
担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一号

関係する計画、
通知等

極東・東シベリア地域における日露間協力強化に
関するイニシアティブ(平成１９年６月）

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成19年度開始 担当課室 日露経済室 室長　笠井　達彦

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 4 4 3 4

補正予算 -

執行率（％） 82% 131% 78%

4 4 3 4

執行額 4 5 3

0.9

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

職員旅費 3

会議開催費

計 4



※平成24年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

　

個別事業名： 極東・東シベリア地域における日露間協力に関するイニシアティブ推進経費

外務省

３百万円

｛ロシア情勢を総合的に分析｝

Ａ．【随意契約】

国際ハイヤー（株）他

０．６百万円

｛貿易経済日露政府間委

員会開催｝

Ｂ．外務省職員延べ４名

２百万円

｛協議への参加他｝

Ｃ．【随意契約】

（社）ロシアＮＩＳ貿易会

０．０２百万円

｛執務用資料の購読｝



個別事業名： 極東・東シベリア地域における日露間協力強化に関するイニシアティブの推進経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

C. G.

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

B.

2
（株）サイマル・テクニカ
ルコミュニケーションズ

貿易経済日露政府間委員会にかかる署名式用機材手配 0.2 随意契約

1 国際ハイヤー（株） 貿易経済日露政府間委員会にかかる車両手配 0.2 随意契約

極東・東シベリア地域における日露間協力強化に関するイニシアティブの推進経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5 大東企業（株） 運輸当局間次官級会合 0.03 随意契約

4 （株）ニューオータニ 貿易経済日露政府間委員会にかかる連絡室手配 0.04 随意契約

3 日本コンベンションセンター
（株）

貿易経済日露政府間委員会にかかる通訳手配 0.1 随意契約

8

7 （株）アテナ 貿易経済日露政府間委員会にかかる国旗手配 0.02 随意契約

6 （有）ビジョンブリッジ 貿易経済日露政府間委員会にかかる装花手配 0.02 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

3 職員Ｃ 協議等への出席 0.3

2 職員Ｂ 協議等への出席 0.7

1 職員Ａ 協議等への出席 0.7

5

4 職員Ｄ 協議等への出席 0.2

Ｃ.

6

9

8

7

10

2

1 （社）ロシアＮＩＳ貿易会 執務参考資料購読 0.02 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5

4

3

8

7

6

10

9



(別紙）

個別事業名 日露戦略対話 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第四号及び第七号

関係する計画、
通知等

-

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成18年度開始 担当課室 ロシア課 課長　宇山秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 4 3 3 3

補正予算 -

執行率（％） 10% 87% 85%

4 3 3 3

執行額 0.4 3 3

0.4

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

職員旅費 3

会議開催費

計 3



※平成24年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

個別事業名： 日露戦略対話

外務省

３百万円

Ａ．外務省職員延べ４名

２百万円

｛日露戦略対話への出

席｝

Ｂ．【随意契約】

（株）ロイヤルパークホ

テル

０．５百万円



個別事業名： 日露戦略対話

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

C. G.

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

Ｂ.

5

6

7

3

4

2 職員Ｂ 日露戦略対話への出席旅費 0.8

1 職員Ａ 日露戦略対話への出席旅費 0.9

日露戦略対話

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5

4 職員Ｄ 日露戦略対話への出席旅費 0.2

3 職員Ｃ 日露戦略対話への出席旅費 0.5

8

7

6

10

9

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）ロイヤルパークホテル 日露戦略対話開催経費 0.5 随意契約

2

8

9

10

7



(別紙）

個別事業名 「新しい日露関係」専門家対話開催経費 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一号

関係する計画、
通知等

日露行動計画(平成１５年１月）

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成16年度開始 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 3 3 3 2

補正予算 -

執行率（％） 32% － 99%

3 3 3 2

執行額 0.9 － 2

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

フォーラム開催経費 2

計 2



※平成24年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

個別事業名： 「新しい日露関係」専門家対話開催経費

外務省

２百万円

｛北方領土問題を含む日露関係

【企画競争】

Ａ.ユーラシア２１研究所

２百万円

｛新しい日露専門家対話開催｝



個別事業名： 「新しい日露関係」専門家対話開催経費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.ユーラシア２１研究所 E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他 会議開催経費 2

計 2 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

C. G.

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

2

1 ユーラシア２１研究所 日露専門家対話開催経費 2 1 企画競争

「新しい日露関係」専門家対話開催経費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5

4

3

8

7

6

10

9



(別紙）

個別事業名 経済関連公開情報報告書作成 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第一号及び第七号

関係する計画、
通知等

-

実施方法 □直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成16年度開始 担当課室 日露経済室 室長　笠井　達彦

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 1 1 0.9 0.9

補正予算 -

執行率（％） 100% 65% 79%

1 1 0.9 0.9

執行額 1 0.7 0.7

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

報告書作成・翻訳 0.9

計 0.9



※平成24年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

個別事業名： 経済関連公開情報報告書作成

外務省

０．５百万円

外務省

０．７百万円

｛ロシア経済情勢の分析｝

Ａ.翻訳者（ロシア在住）

０．７百万円

｛経済分野のロシア語公開情

報の整理・翻訳｝



個別事業名： 経済関連公開情報報告書作成

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

C. G.

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

D. H.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

2

1 翻訳者 翻訳業務 0.7 随意契約

経済関連公開情報報告書作成

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5

4

3

8

7

6

10

9



(別紙）

個別事業名 ロシア外国新聞・雑紙等購読 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

－ －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第七号

関係する計画、
通知等

-

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成24年度開始 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 － － －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 － － 0.4 0.4

補正予算 －

執行率（％） － － 81%

－ － 0.4 0.4

執行額 － － 0.3

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

ロシア外国新聞・雑紙
等購読

0.4

計 0.4



個別事業名： ロシア外国新聞・雑紙等購読

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

※平成24年度実績を記入

外務省

０．３百万円

｛ロシア情勢を総合的に分析｝

Ａ.在外公館

０．３百万円

｛ロシア外国新聞・雑紙等購

読｝



費　目 使　途 金　額
(百万円）

個別事業名： ロシア外国新聞・雑紙等購読

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

計

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

0 計 0

B. F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

H.

0 計 0

D.

計 0 計 0

C. G.

計



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

2

1 在外公館 執務用書籍の購読 0.3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

5

4

3

8

7

10

ロシア外国新聞・雑紙等購読

9

6



個別事業名 旧ソ連邦地区引揚者滞在費 担当部局庁 欧州局 作成責任者

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度

- －

計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
外務省設置法第四条第九号及び第十号

関係する計画、
通知等

中国残留邦人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自
立の支援に関する法律

実施方法 ■直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

事業開始・
終了(予定）年度 平成19年度開始 担当課室 ロシア課 課長　宇山　秀樹

会計区分 一般会計 政策・施策名
Ⅰ-4-3　ロシアとの平和条約締結交渉の推進及び幅広い分

野における日露関係の進展

繰越し等 - - －

26年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 0.2 0.2 0.2 0.2

補正予算 -

執行率（％） - - -

0.2 0.2 0.2 0.2

執行額 - - -

平
成
2
5
・
2
6
年
度
予
算
内
訳

　
　

（
単
位
：
百
万
円

）

費　目 25年度当初予算 26年度要求

残留邦人の帰国旅費 0.2

計 0.2



※平成24年度実績を記入

個別事業名： 旧ソ連邦地区引揚者滞在費

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

平成24年度については，引揚者から旅費支出の要請がなかったため。



費　目 使　途
金　額

(百万円）

個別事業名： 旧ソ連邦地区引揚者滞在費

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

B. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0

計 0 計 0

D. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0 計 0



個別事業名：

支出先上位１０者リスト

A.

1

旧ソ連邦地区引揚者滞在費

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

4

3

2

7

6

5

10

9

8


